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１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 2,486,647 3.6 36,374 △2.0 39,744 2.4 38,136 10.6
2025年３月期 2,399,952 0.6 37,125 6.4 38,830 1.2 34,496 18.9

(注) 包括利益 2026年３月期 41,371百万円( 58.5％) 2025年３月期 26,108百万円(△27.9％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 545.54 ― 9.3 3.5 1.5
2025年３月期 454.58 ― 8.4 3.3 1.5

(参考) 持分法投資損益 2026年３月期 1,030百万円 2025年３月期 △636百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 1,155,766 416,012 36.0 6,148.58
2025年３月期 1,113,831 407,420 36.6 5,651.56

(参考) 自己資本 2026年３月期 415,876百万円 2025年３月期 407,291百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 33,566 12,817 △33,336 131,604
2025年３月期 △65,079 20,378 △35,483 118,567

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 ― 50.00 ― 50.00 100.00 7,486 22.0 1.8
2026年３月期 ― 50.00 ― 50.00 100.00 6,877 18.3 1.7
2027年３月期(予想) ― 60.00 ― 30.00 ― 32.5
(注) 当社は、2026年10月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行う予定です。2027

年３月期（予想）の１株当たり期末配当金については、当該株式分割の影響を考慮した金額を記載し、年間配当
金合計は「―」と記載しております。なお、当該株式分割を考慮しない場合の2027年３月期（予想）の期末配当
金は60円、年間配当金は120円となります。



３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 1,245,000 2.1 11,900 △29.8 13,560 △24.8 10,310 △36.5 152.43
通 期 2,563,000 3.1 31,200 △14.2 34,300 △13.7 25,000 △34.4 184.81

(注) 当社は、2026年10月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行う予定です。2027
年３月期の業績予想における通期の１株当たり当期純利益については、当該株式分割の影響を考慮しておりま
す。なお、当該株式分割を考慮しない場合の１株当たり当期純利益は369円62銭となります。

※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期 72,167,204株 2025年３月期 72,167,204株

② 期末自己株式数 2026年３月期 4,529,359株 2025年３月期 100,049株

③ 期中平均株式数 2026年３月期 69,905,385株 2025年３月期 75,886,732株

(参考) 個別業績の概要

１．2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 2,299,677 4.0 22,713 △5.1 28,181 △2.0 29,239 13.6
2025年３月期 2,210,854 1.0 23,934 1.3 28,763 0.8 25,732 22.2

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 418.27 ―
2025年３月期 339.09 ―

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 1,040,046 269,191 25.9 3,979.89
2025年３月期 1,021,155 271,567 26.6 3,768.25

(参考) 自己資本 2026年３月期 269,191百万円 2025年３月期 271,567百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料８ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

(単位：百万円未満切捨て)

2025年３月期 2026年３月期 増減率(％)

売上高 2,399,952 2,486,647 3.6

営業利益 37,125 36,374 △2.0

経常利益 38,830 39,744 2.4

親会社株主に帰属する当期純利益 34,496 38,136 10.6

１株当たり当期純利益 454円58銭 545円54銭

当連結会計年度においては、米国政権の政策動向の不確実性など、複合的な要因による外国為替相場の変動、電

力・エネルギー価格や原材料価格の高騰による物価高が引き続き進展しております。また、政策的な賃金上昇に加え

て、いわゆる「2024年問題」に代表される「働き手不足」が進展し、様々なコストが上昇する一方で、価格転嫁が十

分に見通せないこと、期末に顕在化した中東情勢の緊迫化に伴う原油価格や製品調達への影響が見通せないことなど、

国内景気や企業収益については先行き不透明な状況が続いております。

そのようななか、当社グループは、当期を最終年度とする中期経営計画を策定しており、本中計の実践を通じて、

グループが「One Team」となって健康創造事業体への変革を進め、変化するヘルスケアエコシステムに新たな「解」

と「希望」を送り続ける存在として新たな価値を創出し、さらなる企業価値の向上と社会課題の解決に貢献すること

を目指し、2032年の当社創立100周年に向け、本中計期間は「既存事業の変革」と「新たな成長事業の準備」を主なテ

ーマと位置づけて取り組んでまいりました。

当連結会計年度における「既存事業の変革」については、多様な企業との協業を通じ、希少疾病薬や再生医療等製

品を含むスペシャリティ医薬品の流通モデルの強化やMS（※１）の活動による新たな収益モデル構築に取り組んでま

いりました。

具体的には、医療流通プラットフォームの構築に向けて、スペシャリティ医薬品トレーサビリティシステムである

「キュービックス」を全国の地域中核病院などへ導入し、医薬品の流通品質向上に取り組んでおり、スペシャリティ

医薬品流通において、国内への新規参入や新製品の上市を目指す製薬企業のご要望にお応えするとともに、新薬を待

ち望む患者さまに確実に医薬品をお届けできる流通基盤の強化に努めた結果、期末時点で全国597軒のお得意さまにお

いて、合計710台が稼働しており、がん拠点病院の半数以上、国立大学病院の８割程度に導入が進んでおります。今

後、「キュービックス」の更なる導入を進めることに加えて、周辺サービスとの連携など機能拡充により、より精度

の高いデータの取得や、流通在庫の可視化、在庫、消費データを用いた需要予測などにも取り組んでまいります。

流通基盤の強化に向けた取り組みとしては、2024年４月より、埼玉県草加市に、最新のロボット技術を駆使した自

動化・省人化を実現する卸物流拠点に、製造業務受託・メーカー物流エリアを併設した、業界初のコンセプトを持つ

「首都圏物流センター」を構築し、本稼働しております。加えて、2025年５月に中部圏をカバーする新たな物流拠点

「中部圏物流センター（仮称）」の構築に向け、愛知県春日井市との間で売買契約を締結し、物流センター用地

（2027年10月着工予定）を取得いたしました。今後、「首都圏」「中部圏」両センターをはじめとする当社グループ

の物流網を最大活用し、自動化による効率化をはじめ、輸配送コストの低減、GDP基準（※２）に準拠した品質面、

CO2排出量の削減などの環境面、災害時におけるBCP対応のより一層の強化など、さまざまな効果の実現を目指してま

いります。

今後もスズケングループは、「既存事業の変革」を実現する新たな取り組みを順次導入・具体化してまいります。

「新たな成長事業の準備」については、既に提携している企業とともに、新たな流通チャネル構築や、協業による

デジタルヘルス事業の構築を加速させ、革新的なサービスや情報ビジネスを推進し、製薬企業や医療機関、保険薬局、

患者さまへの新たな価値の提供に取り組んでおります。

具体的には、医療・介護従事者向けのポータルサイトである「コラボポータル」（※３）のサービス提供を開始し、

当社グループが保有するさまざまなサービスや情報の発信に加え、お得意さまと当社グループ、製薬企業、さらには

多職種・専門スタッフをつなぐ機能、協業企業のデジタルヘルスサービスを統合的にお届けする機能などを搭載し、

医療・介護現場へデジタルヘルスサービスを安心・安全にご利用いただける環境づくりに取り組んでまいりました。

加えて、「コラボポータル」を展開する「㈱コラボスクエア」と医療・介護に特化したソーシャル医療・介護連携
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プラットフォーム「メディカルケアステーション(MCS)」（※４）を展開する「エンブレース㈱」の統合 （2026年４

月１日付）を決定・実施いたしました。本中計期間の取り組みを通じて、当社と44万人（ID）以上の医療・介護従事

者との「新たなつながり」が生まれており、今後、医薬品卸としてお取引いただいている全国の約16万軒のお得意さ

まとの「つながり」と、新たに構築した44万人以上の医療・介護従事者「個」との「つながり」とを組み合わせたマ

ーケティング支援など、情報による新たな収益事業にスピードを上げて取り組んでまいります。

更に、2026年２月には、「最先端テクノロジーで医療現場を持続可能に」をミッションに、2022年４月に創業した

ヘルステックスタートアップである「㈱medimo」を完全子会社化いたしました。深刻化する医療従事者不足という構

造的課題を背景に、生成AIをコア技術とした音声入力・自動要約による医療文書作成SaaS「medimo」（※５）を提

供・展開し、2024年４月の提供開始以降、全国累計で1,000軒以上の医療機関において導入・活用がなされておりま

す。今後、日本の医療の持続可能性を支えるインフラとなることを目指し、更なる中長期的な成長を見据えておりま

す。

急速な少子高齢化の進行により、医療需要が増大する一方で医療従事者の確保がますます困難となり、医療提供体

制そのものの持続可能性が深刻な危機に直面しております。こうした構造的課題の中、2024年４月から医師への時間

外労働規制が適用され、医療現場では限られた人的資源で医療の質と量を維持するための抜本的な生産性向上が求め

られております。

今後も、スズケングループは協業するさまざまな企業と共に、社会課題の解決に向け、生成AIなどの新たな技術と

リアルのインフラを高度に融合させた取り組みを加速させ、安心・安全なヘルスケアプラットフォームを構築し、

「健康創造事業体」の実現を目指してまいります。

リスクマネジメントに関しては、ランサムウェア被害の多発など、高度化・重大化する情報セキュリティリスクへ

の対応に向け、2025年４月１日付で、取締役会の下部機構である「リスクマネジメント・コンプライアンス委員会」

傘下の実務委員会として「情報セキュリティ実務委員会」を新設いたしました。今後、当社グループにおける一元的

なセキュリティ水準の把握・統制と強化を一層推進してまいります。

株主還元方針については、2023年５月に開示した株主還元方針を2023年11月10日に改定・強化し、安定的な配当の

継続を基本とし、中期経営計画の最終年度である2026年３月期までの３年間平均において、総還元性向100％以上の株

主還元を実施することにより株主還元の充実を図るとともに、既存事業の強化や新規事業の創出に向けた投資を行う

ことで企業価値と資本効率の向上を目指してまいりました。

上記方針を踏まえ、2025年５月13日開催の取締役会において、会社法第459条第１項の規定による定款の定めに基づ

き自己株式の取得を決議し、取得総数：4,458,800株、取得総額：259億99百万円の自己株式を取得した結果、配当金

（総額：68億77百万円）と合わせて、2026年３月期の単年度総還元性向は86.2％、また、2024年３月期からの３年間

平均総還元性向は98.1％となりました。

当連結会計年度の業績につきましては、売上高は、新型コロナウイルス関連商材（治療薬・診断薬その他）売上が

前年よりも落ち込んだものの、医療用医薬品市場が伸長したことに加え、スペシャリティ医薬品等の新薬などが寄与

し、増収となりました。利益面では、引き続き適正利益の獲得と、販管費の見直しと抑制に取り組んでまいりました

が、医薬品等の仕入価格の上昇に加え、外部委託費などインフレ傾向に起因する営業費が増加したことなどにより、

営業利益においては減益となりました。

一方で、経常利益においては、持分法による投資利益（10億30百万円）が寄与（前期は６億36百万円の持分法によ

る投資損失）したこと、また、親会社株主に帰属する当期純利益においては、政策保有株式(投資有価証券)の縮減

（連結11銘柄）を実施し、特別利益として投資有価証券売却益（155億81百万円）を計上したことなどが寄与し、増益

となりました。

その結果、売上高は２兆4,866億47百万円（前期比3.6%増）、営業利益は363億74百万円（前期比2.0%減）、経常利

益は397億44百万円（前期比2.4%増）、親会社株主に帰属する当期純利益は381億36百万円（前期比10.6%増）となりま

した。

※１ MS（Marketing Specialist）

：医薬品卸売業の営業担当者のこと。

医療機関・保険薬局等を訪問し、医薬品の紹介、商談、情報の提供や収集を行います。
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※２ GDP（Good Distribution Practice）

：医薬品の適正流通基準のこと。

医薬品の市場流通における流通経路の管理保証、医薬品の完全性の保持、更に偽造医薬品が正規流通経路へ流

入することの防止を図ることを目的としております。

※３ コラボポータル

：当社完全子会社である「㈱コラボスクエア」が運営する、当社グループが保有するさまざまなサービスを提供

する「ソリューション機能」をはじめ、当社グループの営業担当者やMRさま、専門スタッフの皆さまなどがチ

ャットや動画などを活用して、遠隔でお得意さまと接点を持つことが可能になる「コミュニケーション機能」、

さらにはAmazonビジネスとの連動による「購買機能」などをワンストップで提供するデジタルヘルスサービス

の総合ポータルサイトです。SSO（Single Sign On：一度のユーザー認証によって複数のシステムの利用が可能

になる仕組み）やデータ連携を採用し、アクセス性を高めることで医療・介護現場の業務効率化にも寄与しま

す。

※４ メディカルケアステーション(MCS)

：誰でも簡単に利用できるタイムライン形式による非公開型医療介護連携SNSで、タブレット、スマートフォン、

パソコンなど多様な端末に対応しています。強固なセキュリティのもとで院内や施設内はもちろん、外出先か

らでも必要な情報へ簡単にアクセスし、共有が可能。医師やコメディカル、介護職、患者さまとそのご家族が

職種や立場を超えてつながる地域包括ケア・多職種連携を実現します。

※５ 医療文書作成SaaS「medimo」

：診察時の会話から生成AIが高精度なカルテ案を自動作成。

医療用語に対応した音声認識技術により、医療現場の働き方改革と業務効率化に貢献します。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

(単位：百万円未満切捨て)

セグメントの名称 2025年３月期 2026年３月期 増減率(％)

医薬品卸売事業
売 上 高 2,313,967 2,401,013 3.8

営 業 利 益 31,916 31,467 △1.4

ヘルスケア製品開発事業
売 上 高 52,613 51,636 △1.9

営 業 利 益 1,916 830 △56.6

地域医療介護支援事業
売 上 高 94,414 93,937 △0.5

営 業 利 益 1,291 1,549 20.0

スペシャリティ医薬品流通受託事業
売 上 高 295,485 436,100 47.6

営 業 利 益 845 1,155 36.5

医療関連サービス等事業
売 上 高 42,188 42,964 1.8

営 業 利 益 1,049 1,276 21.6

（注）セグメントの売上高にはセグメント間の内部売上高を含んでおります。

(医薬品卸売事業)

医療用医薬品市場は、抗悪性腫瘍剤の市場拡大やスペシャリティ医薬品等の新薬などが寄与したことにより、伸

長したものと推測しております。

そのようななか、売上高は、新型コロナウイルス関連商材（治療薬・診断薬その他）売上が前年よりも落ち込ん

だものの、医療用医薬品市場が伸長したことに加え、スペシャリティ医薬品等の新薬の寄与などにより２兆4,010億

13百万円（前期比3.8%増）となりました。営業利益は、2024年４月に改訂された流通改善ガイドラインへの取り組

み、および物流委託費をはじめ医薬品流通に係る様々なコストが高ぶれする状況下においても、引き続き販売費及

び一般管理費の見直しと抑制に取り組んだものの、医薬品等の仕入価格の上昇を十分に補うに至らず、314億67百万

円（前期比1.4%減）となりました。

(ヘルスケア製品開発事業)

売上高は、医薬品製造事業における二次性副甲状腺機能亢進症治療薬ウパシタ静注透析用シリンジや、持続型赤

血球造血刺激因子製剤ダルベポエチンアルファBS注が伸長したものの、薬価改定の影響などにより減収となりまし

た。営業利益は、減収に加え、経口投与可能な選択的ソマトスタチンアナログ受容体（SSTR）2作動薬である

Paltusotine（※６）の開発進展による研究開発費の増加などにより、減益となりました。

これらの結果、売上高は516億36百万円（前期比1.9%減）、営業利益は８億30百万円（前期比56.6%減）となりま

した。
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※６ Paltusotine（パルツソチン）

：選択的SSTR2作動薬であり、外科的処置で効果が不十分な場合または外科的処置が選択肢とならない成人先端巨

大症の治療において、米国で承認された世界初の１日１回経口投与可能な低分子の治療薬です。

本剤は、Crinetics社により、先端巨大症患者および神経内分泌腫瘍に伴うカルチノイド症候群患者に１日１回

経口投与の治療選択肢を提供するため、探索および設計されました。先端巨大症および下垂体性巨人症を対象

として、厚生労働省より希少疾病用医薬品に指定されています。

(地域医療介護支援事業)

売上高は、保険薬局事業において、閉局により運営店舗数が減少した結果、処方箋受付枚数が減少したことによ

りわずかながら減収となりました。営業利益は、販売費及び一般管理費の適正化に努めた結果、増益となりまし

た。

これらの結果、売上高は939億37百万円（前期比0.5%減）、営業利益は15億49百万円（前期比20.0%増）となりま

した。

(スペシャリティ医薬品流通受託事業)（※７）

売上高は、既受託医薬品の市場伸長に加えて、新規受託医薬品も増加したことにより大幅な増収となりました。

営業利益は、増収効果に伴い、増益となりました。

これらの結果、売上高は4,361億円（前期比47.6%増）、営業利益は11億55百万円（前期比36.5%増）となりまし

た。

※７ スペシャリティ医薬品流通受託事業

：希少疾患治療薬など、一般的な流通経路とは異なる、より厳格な品質管理と流通管理が必要な医薬品の流通を

医薬品メーカーから受託する事業です。医療機関への販売・納入など、実際の流通機能は当社グループの「医

薬品卸売事業」が担うことから、売上高はほとんどが「医薬品卸売事業」との内部取引となります。

(医療関連サービス等事業)

売上高は、外部ロジスティクス事業におけるメーカー物流の受託増などにより増収となりました。営業利益は、

デジタルヘルス事業の収益性改善などにより増益となりました。

これらの結果、売上高は429億64百万円（前期比1.8%増）、営業利益は12億76百万円（前期比21.6%増）となりま

した。
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（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ419億34百万円増加し１兆1,557億66百万円とな

りました。主な要因は以下のとおりであります。

流動資産は前連結会計年度末に比べ320億73百万円増加いたしました。これは主に、有価証券が139億50百万円、

商品及び製品が15億28百万円減少したものの、現金及び預金が140億40百万円、受取手形及び売掛金が300億55百万

円増加したことによるものであります。

固定資産は前連結会計年度末に比べ98億60百万円増加いたしました。これは主に、投資その他の資産が２億44百

万円増加したものの、有形固定資産が60億51百万円、無形固定資産が35億64百万円増加したことによるものであり

ます。

（負債）

当連結会計年度末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ333億42百万円増加し7,397億53百万円となりま

した。主な要因は以下のとおりであります。

流動負債は前連結会計年度末に比べ339億37百万円増加いたしました。これは主に、独占禁止法関連損失引当金が

30億90百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が300億４百万円増加したことによるものであります。

固定負債は前連結会計年度末に比べ５億94百万円減少いたしました。これは主に、繰延税金負債が５億１百万円

増加したものの、固定負債のその他（主に預り敷金）が10億50百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ85億91百万円増加し4,160億12百万円となりま

した。主な要因は以下のとおりであります。

株主資本は前連結会計年度末に比べ53億62百万円増加いたしました。これは主に、剰余金の配当の支払が70億98

百万円、自己株式の取得による減少が260億３百万円あったものの、親会社株主に帰属する当期純利益を381億36百

万円計上したことによるものであります。

その他の包括利益累計額は前連結会計年度末に比べ32億21百万円増加いたしました。これは主に、退職給付に係

る調整累計額が31億29百万円増加したことによるものであります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度に比べ130億37百万円増

加し1,316億４百万円となりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりでありま

す。

（単位：百万円未満切捨て）

2025年３月期 2026年３月期 増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー △65,079 33,566 98,646

投資活動によるキャッシュ・フロー 20,378 12,817 △7,561

財務活動によるキャッシュ・フロー △35,483 △33,336 2,147

現金及び現金同等物の期末残高 118,567 131,604 13,037

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は335億66百万円(前期は650億79百万円の支出)となりました。

この主な要因は、売上債権の増加300億34百万円、投資有価証券売却益155億22百万円、法人税等の支払168億21百

万円があったものの、税金等調整前当期純利益542億93百万円、仕入債務の増加300億４百万円、減価償却費123億41

百万円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果獲得した資金は128億17百万円(前期比75億61百万円減)となりました。

この主な要因は、有価証券の取得による支出164億95百万円、有形固定資産の取得による支出150億64百万円、無

形固定資産の取得による支出27億84百万円があったものの、有価証券の売却及び償還による収入310億円、投資有価

証券の売却及び償還による収入210億45百万円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は333億36百万円(前期比21億47百万円増)となりました。

この主な要因は、自己株式の取得による支出260億３百万円、配当金の支払70億95百万円があったことによるもの

であります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期

自己資本比率（％） 36.6 35.9 33.9 36.6 36.0

時価ベースの自己資本比率
（％）

28.0 24.1 29.3 32.0 34.7

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（％）

0.1 0.0 0.0 ― 0.3

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

185.2 885.1 1,997.3 ― 788.2

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１） いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

（注２） 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

（注３） キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業キャッシュ・フローを使用しております。

（注４） 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象とし

ております。また、利払いにつきましては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用して

おります。

（注５） キャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオは、営業キャッシュ・フ

ローがマイナスの場合は記載しておりません。
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（４）今後の見通し

（単位：百万円未満切捨て）

2026年３月期
（実 績）

2027年３月期
（予 想）

売上高 2,486,647 2,563,000

営業利益 36,374 31,200

経常利益 39,744 34,300

親会社株主に帰属する当期純利益 38,136 25,000

１株当たり当期純利益 545円54銭 184円81銭

我が国のヘルスケア業界を取り巻く事業環境は、継続的な薬価改定や医療費抑制政策の影響に加え、物流費や人件

費の上昇、医療提供体制を支える人材不足など、厳しさが続くものと認識しております。

このような環境のもと、当社グループは医薬品の安定供給という社会的使命を果たしつつ、事業基盤の強化と持続

的な成長を図るため、３年間の新中期経営計画を策定し、本日発表しております。

次期連結会計年度は当該中期経営計画の初年度に当たることから、業績予想につきましては、ヘルスケア領域にお

ける事業環境を踏まえ、中期経営計画において想定している各施策の進捗を前提として策定しております。

上記を踏まえ、次期（2027年３月期）の連結業績は、売上高は２兆5,630億円（前期比3.1％増）、営業利益は312億

円（前期比14.2％減）、経常利益は343億円（前期比13.7％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は250億円（前期

比34.4％減）を見込んでおります。

※中期経営計画につきましては「３．経営方針(２)目標とする経営指標、(３)中長期的な会社の経営戦略」をご参
照ください。

※上記の連結業績予想は、本資料の発表日現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づ
いており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、様々な要因によ
って変化する可能性があることをご了承ください。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社グループは、安定的な配当の継続を基本とし、中期経営計画「For your next heartbeat～ 未来に向けた鼓

動を創ろう～」の最終年度である2026年３月期までの３年間平均において、総還元性向を100％以上とし、株主還元

の充実を図るとともに、既存事業の強化や新規事業の創出に向けた投資を行うことで企業価値と資本効率の向上を

目指してまいりました。

剰余金の配当につきましては、中間配当及び期末配当の年２回の配当を基本的な方針としております。配当の決

定は、会社法第459条第１項の規定に基づき、株主総会の決議によらず、取締役会の決議をもって剰余金の配当等を

行うことができる旨を定款に定めております。

内部留保資金につきましては、当業界を取り巻く厳しい環境のなか、競争上の優位性を確保し、安定成長を維持

するため、営業・物流・情報基盤の強化および新たな事業領域の拡大に配分を行ってまいります。

これらの方針に基づき、当連結会計年度の配当金につきましては、当初予想通り、期末配当金１株当たり50円、

中間配当金（１株当たり50円）を含めた通期配当金は１株当たり100円といたしました。

なお、当社は新たな株主還元方針を、2026年５月14日付「株主還元方針および2027年３月期 通期配当予想（増

配）に関するお知らせ」で別途開示を行っております。

次期（2027年３月期）の配当といたしましては、株主還元方針に基づき、通期配当金として１株当たり120円（中

間配当金：１株当たり60円、期末配当金：１株当たり60円）、20円の増配（20％増）を予定しております。

なお、2026年10月１日を効力発生日とする株式分割（１：２）を予定しているため、株式分割後の期末配当は１

株当たり30円、年間配当額は90円となりますが、配当総額に変更はありません。



㈱スズケン (9987) 2026年３月期 決算短信

― 9 ―

２．企業集団の状況

当社及び当社の関係会社は、㈱スズケン（当社）、子会社38社及び関連会社10社により構成されており、医薬品等

の販売、医薬品・医療機器等の製造販売、保険薬局・介護サービス、医薬品メーカー支援サービス及びこれらに付随

する事業を営んでおります。

事業の内容と当社及び当社の関係会社の当該事業における位置付け及びセグメントとの関連は、次のとおりであり

ます。

事業区分 主要な会社 主な事業内容

医薬品卸売事業

当社、㈱サンキ、㈱アスティ
ス、㈱翔薬、㈱スズケン沖縄薬
品、ナカノ薬品㈱、㈱スズケン
岩手、㈱エス・ディ・ロジ

医療用医薬品・診断薬、
医療機器・医療材料等の
販売

ヘルスケア製品開発事業
医薬品製造 ㈱三和化学研究所 医療用医薬品、診断薬、

医療機器・材料の研究開
発・製造・販売医療機器・材料製造 ケンツメディコ㈱

地域医療介護支援事業

保険薬局 ㈱ユニスマイル

保険薬局・介護サービス
の提供

介護
サンキ・ウエルビィ㈱、㈱エス
ケアメイト

医療介護支援 ㈱メディケアコラボ

スペシャリティ医薬品流通受託事業 ㈱エス・ディ・コラボ（注）
スペシャリティ医薬品の
メーカー支援業務

医療関連サービス等事業

外部ロジスティクス
中央運輸㈱、㈱エス・ディ・コ
ラボ（注）（医薬品メーカー物
流受託）

医薬品メーカー物流受託
などのメーカー支援サー
ビス、デジタルヘルスサ
ービス等の提供その他 ㈱コラボスクエア

(注) ㈱エス・ディ・コラボは、2026年４月１日付で会社分割し、㈱コラボクリエイトを設立しております。

以上述べた事項を事業系統図によって示すと、次のとおりであります。
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関係会社の状況

名 称 住 所
資本金
(百万円)

主要な事業
の 内 容

議決権の
所有割合
(％)

関 係 内 容

(連結子会社)

㈱サンキ
広島市
西区

1,081 医薬品卸売事業 100.0
中国地域において医薬品等を販売
役員の兼任等…有

㈱アスティス
愛媛県
松山市

946 医薬品卸売事業 100.0
四国地域において医薬品等を販売
役員の兼任等…有

㈱翔薬
福岡市
博多区

880 医薬品卸売事業 100.0
九州地域において医薬品等を販売
役員の兼任等…有

㈱スズケン沖縄薬品
沖縄県
島尻郡
南風原町

12 医薬品卸売事業 100.0
沖縄県において医薬品等を販売
役員の兼任等…無

ナカノ薬品㈱
栃木県
宇都宮市

94 医薬品卸売事業 100.0
栃木県において医薬品等を販売
役員の兼任等…無

㈱スズケン岩手
岩手県
盛岡市

97 医薬品卸売事業 100.0
岩手県において医薬品等を販売
役員の兼任等…無

㈱エス・ディ・ロジ
名古屋市
東区

10 医薬品卸売事業 100.0
グループ内物流業務の受託等
役員の兼任等…無
資金の貸付

㈱三和化学研究所（注２）
名古屋市
東区

2,101 医薬品製造事業 100.0
医療用医薬品等を製造
役員の兼任等…無

ケンツメディコ㈱
埼玉県
本庄市

10
医療機器・材料製造事
業

100.0
医療機器・材料の製造
役員の兼任等…無

㈱ユニスマイル
東京都
千代田区

382 保険薬局事業
100.0
(100.0)

医療用医薬品の調剤等
役員の兼任等…有

サンキ・ウエルビィ㈱
広島市
西区

50 介護サービス事業
100.0
(100.0)

介護サービスの提供等
役員の兼任等…無

㈱エスケアメイト
東京都
台東区

50 介護サービス事業 100.0
介護サービスの提供等
役員の兼任等…無
資金の貸付

㈱メディケアコラボ
名古屋市
中村区

40 医療介護支援事業 51.0
福祉用具の賃貸等
役員の兼任等…無
資金の貸付

㈱エス・ディ・コラボ（注２、３）
東京都
千代田区

51
スペシャリティ医薬品
流通事業

100.0
スペシャリティ医薬品の流通受託等
役員の兼任等…無

中央運輸㈱
東京都
中央区

99
外部ロジスティクス事
業

100.0
医薬品メーカー等の物流受託
役員の兼任等…無
資金の貸付

㈱コラボスクエア
東京都
千代田区

10 その他 100.0
デジタルヘルスケアサービス等の提供
役員の兼任等…無
資金の貸付

その他22社（１投資事業組合を含む） ― ― ― ― ―

(持分法適用関連会社)

上薬鈴謙滬中(上海)医薬有限公司
中国
上海市

84百万元 医薬品卸売事業 49.9
上海市において医薬品等を販売
役員の兼任等…無

㈱EPファーマライン
東京都
豊島区

100
DIサービス
（コンタクトセンター
サービス）

49.0
コールセンター業務等の業務委託
役員の兼任等…無

㈱ポクサンナイス
韓国
釜山広域市

3,604百万
ウォン

医薬品卸売事業 45.0
釜山広域市、ソウル首都圏を中心に医
薬品等を販売
役員の兼任等…無

ファーマライズホールディングス㈱
(注４）

東京都
中野区

1,961 保険薬局事業 20.6
医療用医薬品の調剤等
役員の兼任等…無

(注) １ 議決権の所有割合の( )内は、間接所有割合で内数であります。

２ 特定子会社に該当しております。

３ ㈱エス・ディ・コラボは、2026年４月１日付で会社分割し、㈱コラボクリエイトを設立しております。

４ 有価証券報告書の提出会社であります。

５ 持分法適用関連会社であった㈱Welbyは、持株比率が低下したため、持分法適用の範囲から除外しておりま

す。
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社グループでは、「世のため、人のため」「お得意さまに学ぶ」という創業のこころを受け継ぎ、事業領域を

「健康創造」と定め、医療と健康に関わる分野で、事業を通して世の中のお役に立つことを会社経営の基本方針と

しております。

当社グループのお得意さまは、医療機関、保険薬局、医薬品メーカーさまだけでなく、医療・介護に従事される

方々、患者さま、さらには、地域住民、地域社会にまで広がっており、これまで築き上げてきたお得意さまとの信

頼関係を「伝統資産」と位置づけ、「社会課題の解決」と「社会コストの低減」に貢献する新しい価値を創造し続

けることが当社グループの存在意義（パーパス）となります。

当社グループは、今を「第３の創業期」と位置づけ、各事業で培ってきた機能や協業企業のサービスを組み合わ

せ、新たな価値を提供する「機能総体」の発想により、様々な社会課題の解決と社会コストの低減に貢献する「健

康創造事業体」を実現し、企業価値向上と持続的な成長を目指してまいります。

（２）目標とする経営指標

当社グループは、2027年３月期から2029年３月期までの中期経営計画（以下、「本中計」）において、下記の定

量目標を掲げております。

＜主要財務指標＞

■長期目標〔５年後（2031年３月期）〕

項 目 期 間 目 標

連結売上高

2031年３月期

３兆円以上

ROE 8.0％以上

■上記長期目標達成に向けた本中計における主要経営指標（2027年３月期～2029年３月期）

項 目 期 間 目 標

連結売上高 2029年３月期 2.7兆円以上

ROE

各年度 資本コスト（6.0％）以上の水準

2029年３月期 ７.0％以上

経常利益率 2029年３月期
連結：1.5％以上

卸売事業セグメント：1.0％以上

投資 ３カ年累計
600億円以上

（M&A・戦略投資等は機動的に実施）

株主還元 各年度

配当：安定的な配当の継続
（2029年３月期までにDOE３.0％へ）

総還元性向：100％を基準として実施

政策保有株式の縮減 2029年３月期 連結純資産額の10.0％以下

■サステナビリティへの取組み（前中期経営計画からの取組みを継続推進）

項 目 目 標

E
CO2排出量
（Scope1＋2）

2030年度（2031年３月期）：2020年度比40％削減
（2026年３月期実績:69,397t-CO2 約21％削減)

S

女性管理職比率
2030年度（2031年３月期）：20％以上

（2026年３月期実績:15.2％）

男性育児休業取得率
毎年100％継続

（2026年３月期実績:100.0％）

G コンプライアンス研修受講率
毎年100％必須

（前中計期間実績:100.0％）
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（３）中長期的な会社の経営戦略

当社グループは、下記中期経営計画を策定し推進しております。

［本中計のテーマ］

第第第第第３３３３３の創の創の創の創の創業業業業業「「「「「健康創造事業健康創造事業健康創造事業健康創造事業健康創造事業体体体体体」」」」」を目指してを目指してを目指してを目指してを目指して

～～～～～ 既存既存既存既存既存ののののの「「「「「卸卸卸卸卸」」」」」の概念を超えたの概念を超えたの概念を超えたの概念を超えたの概念を超えた“““““次世代卸次世代卸次世代卸次世代卸次世代卸”””””への進への進への進への進への進化化化化化 ～～～～～

［本中計のスローガン］

Change makes Challenge

環境の変化を成長のチャンスと捉え、積極的に挑戦し続ける

CCCCChhhhhaaaaalllllllllleeeeennnnngggggeeeee mmmmmaaaaakkkkkeeeeesssss CCCCChhhhhaaaaannnnngggggeeeee

その挑戦その挑戦その挑戦その挑戦その挑戦ががががが、、、、、スズケングループの未来スズケングループの未来スズケングループの未来スズケングループの未来スズケングループの未来を切り拓くを切り拓くを切り拓くを切り拓くを切り拓く
※本スローガンは、当社グループが変化へ挑戦する姿勢を表したものであり、以下に記載する重点施策およ

び経営指標の達成に向け邁進してまいります。

［本中計の重点施策］

（１）次世代卸への進化

（２）事業ポートフォリオの再設計

（３）経営基盤の強化

（１）次世代卸への進化

主力である医薬品卸売事業におきましては、従来のマージンビジネスに加え、機能によるフィービジネス

（機能の事業化）に挑戦してまいります。

次世代卸へと進化すべく、安定供給を担保しつつ受注納品プロセスの更なる効率化を目指すとともに、顧

客の課題解決に資するサービスについては、価値に見合った対価をいただくことで、収益構造の多様化と付

加価値創出を図ります。

（２）事業ポートフォリオの再設計

当社グループは、医薬品卸売事業を中核としながら、既存事業の進化と外部企業とのアライアンスを通じ

た事業構造の進化に取り組みます。

環境の変化に適応できるよう従来の事業の枠組みにとらわれず、当社グループが有する機能やアセットを

組み合わせ、より付加価値の高い事業モデルへの転換を図ります。

（３）経営基盤の強化

本中計を実現するためには、それを担う人材の育成が不可欠であると認識しています。

このため、次世代の経営を担う人材の計画的な育成に加え、デジタル、データ解析などDX分野における専

門性を備えた人材の育成・確保を強化してまいります。

また、グループ横断での人材活用や部門間連携を強化するとともに、多様な人材が能力を発揮できる環境

整備を通じて、持続的な成長を支える経営基盤の強化を図ります。

また、証券取引所が要請する「資本コストや株価を意識した経営の実現」を重要な経営課題と認識し、そ

の対応方針を2023年11月に開示のうえ、各種施策を推進しております。足元ではPBRは１倍の水準へ改善して

いるものの、資本コストや将来の成長性を十分に織り込んだ水準にあるとは認識しておらず、引き続き改善

の余地があるものと考えております。

本中計は、資本コストを上回る収益性を安定的に創出し、企業価値を持続的に向上させることを最上位の

経営課題として設計されています。本中計を着実に推進・達成していくことで、PBRをさらに向上させ、証券

取引所が要請する「資本コストや株価を意識した経営の実現」に継続的に応えてまいります。

※中期経営計画の詳細につきましては、下記当社ホームページをご参照ください。

https://www.suzuken.co.jp/ir/strategy/
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４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しており

ます。
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５．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 102,655 116,695

受取手形及び売掛金 524,134 554,190

有価証券 38,927 24,976

商品及び製品 146,668 145,140

仕掛品 1,470 1,649

原材料及び貯蔵品 5,052 5,762

仕入割戻し等未収入金 17,647 19,892

その他 8,739 8,295

貸倒引当金 △1,197 △429

流動資産合計 844,099 876,172

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 153,096 155,869

減価償却累計額 △87,643 △90,597

建物及び構築物（純額） 65,453 65,271

機械装置及び運搬具 33,642 35,340

減価償却累計額 △21,010 △22,657

機械装置及び運搬具（純額） 12,631 12,683

工具、器具及び備品 19,617 20,301

減価償却累計額 △16,289 △16,688

工具、器具及び備品（純額） 3,328 3,612

土地 48,936 53,317

リース資産 2,959 2,949

減価償却累計額 △2,398 △2,406

リース資産（純額） 561 542

建設仮勘定 2,600 4,135

有形固定資産合計 133,512 139,563

無形固定資産

のれん 14 3,523

その他 12,094 12,150

無形固定資産合計 12,108 15,673

投資その他の資産

投資有価証券 84,399 79,212

繰延税金資産 2,683 2,549

退職給付に係る資産 20,048 25,215

その他 17,740 18,391

貸倒引当金 △760 △1,013

投資その他の資産合計 124,111 124,355

固定資産合計 269,732 279,593

資産合計 1,113,831 1,155,766
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 635,752 665,757

未払法人税等 9,949 10,001

賞与引当金 9,293 9,585

独占禁止法関連損失引当金 3,090 －

その他 21,028 27,707

流動負債合計 679,114 713,052

固定負債

繰延税金負債 17,413 17,915

再評価に係る繰延税金負債 1,178 1,175

退職給付に係る負債 2,186 2,142

その他 6,518 5,467

固定負債合計 27,296 26,701

負債合計 706,410 739,753

純資産の部

株主資本

資本金 13,546 13,546

資本剰余金 32,147 32,147

利益剰余金 332,375 363,582

自己株式 △499 △26,344

株主資本合計 377,569 382,932

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 32,773 32,500

土地再評価差額金 △4,803 △4,809

為替換算調整勘定 2,365 2,736

退職給付に係る調整累計額 △613 2,516

その他の包括利益累計額合計 29,722 32,944

非支配株主持分 128 135

純資産合計 407,420 416,012

負債純資産合計 1,113,831 1,155,766
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

売上高 2,399,952 2,486,647

売上原価 2,207,720 2,294,122

売上総利益 192,231 192,524

販売費及び一般管理費 155,106 156,149

営業利益 37,125 36,374

営業外収益

受取利息 182 158

受取配当金 1,386 1,456

持分法による投資利益 － 1,030

不動産賃貸料 290 284

その他 1,009 898

営業外収益合計 2,868 3,828

営業外費用

支払利息 41 42

持分法による投資損失 636 －

不動産賃貸費用 262 288

その他 223 127

営業外費用合計 1,163 458

経常利益 38,830 39,744

特別利益

固定資産売却益 166 161

投資有価証券売却益 12,059 15,581

関係会社株式売却益 1,856 －

独占禁止法関連損失引当金戻入額 － 1,486

その他 119 538

特別利益合計 14,202 17,768

特別損失

固定資産除売却損 318 321

減損損失 1,247 677

投資有価証券評価損 1,125 2,080

その他 53 139

特別損失合計 2,744 3,218

税金等調整前当期純利益 50,287 54,293

法人税、住民税及び事業税 15,339 17,014

法人税等調整額 443 △864

法人税等合計 15,783 16,150

当期純利益 34,503 38,143

非支配株主に帰属する当期純利益 6 7

親会社株主に帰属する当期純利益 34,496 38,136
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益 34,503 38,143

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,115 △241

土地再評価差額金 △33 －

為替換算調整勘定 17 △4

退職給付に係る調整額 △1,658 3,128

持分法適用会社に対する持分相当額 394 345

その他の包括利益合計 △8,395 3,228

包括利益 26,108 41,371

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 26,101 41,364

非支配株主に係る包括利益 6 7
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 13,546 32,418 332,710 △486 378,188

当期変動額

剰余金の配当 △6,988 △6,988

親会社株主に帰属する

当期純利益
34,496 34,496

自己株式の取得 △27,983 △27,983

自己株式の処分 △4 132 127

自己株式の消却 △27,838 27,838 ―

利益剰余金から資本

剰余金への振替
27,842 △27,842 ―

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
△271 △271

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― △271 △335 △12 △618

当期末残高 13,546 32,147 332,375 △499 377,569

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 39,905 △4,769 1,939 1,043 38,118 121 416,428

当期変動額

剰余金の配当 △6,988

親会社株主に帰属する

当期純利益
34,496

自己株式の取得 △27,983

自己株式の処分 127

自己株式の消却 ―

利益剰余金から資本

剰余金への振替
―

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
△271

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△7,131 △33 426 △1,656 △8,395 6 △8,388

当期変動額合計 △7,131 △33 426 △1,656 △8,395 6 △9,007

当期末残高 32,773 △4,803 2,365 △613 29,722 128 407,420
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 13,546 32,147 332,375 △499 377,569

当期変動額

剰余金の配当 △7,098 △7,098

親会社株主に帰属する

当期純利益
38,136 38,136

持分法適用会社の減少に

伴う利益剰余金増加高
163 163

自己株式の取得 △26,003 △26,003

自己株式の処分 △0 159 159

利益剰余金から資本

剰余金への振替
0 △0 ―

土地再評価差額金の取崩 6 6

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― 31,207 △25,844 5,362

当期末残高 13,546 32,147 363,582 △26,344 382,932

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 32,773 △4,803 2,365 △613 29,722 128 407,420

当期変動額

剰余金の配当 △7,098

親会社株主に帰属する

当期純利益
38,136

持分法適用会社の減少に

伴う利益剰余金増加高
163

自己株式の取得 △26,003

自己株式の処分 159

利益剰余金から資本

剰余金への振替
―

土地再評価差額金の取崩 6

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△272 △6 371 3,129 3,221 7 3,228

当期変動額合計 △272 △6 371 3,129 3,221 7 8,591

当期末残高 32,500 △4,809 2,736 2,516 32,944 135 416,012
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 50,287 54,293

減価償却費 12,053 12,341

減損損失 1,247 677

貸倒引当金の増減額（△は減少） △127 △514

その他の引当金の増減額（△は減少） 406 288

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,568 △654

受取利息及び受取配当金 △1,568 △1,614

支払利息 41 42

固定資産除売却損益（△は益） 151 159

投資有価証券売却損益（△は益） △12,044 △15,522

関係会社株式売却損益（△は益） △1,856 －

独占禁止法関連損失引当金戻入額 － △1,486

投資有価証券評価損益（△は益） 1,125 2,080

売上債権の増減額（△は増加） 15,605 △30,034

棚卸資産の増減額（△は増加） △10,835 641

仕入割戻し等未収入金の増減額（△は増加） 2,342 △2,244

仕入債務の増減額（△は減少） △108,430 30,004

その他 △341 1,468

小計 △53,511 49,926

利息及び配当金の受取額 2,097 2,107

利息の支払額 △41 △42

独占禁止法関連の支払額 － △1,603

法人税等の支払額 △13,624 △16,821

営業活動によるキャッシュ・フロー △65,079 33,566

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △86 △1,087

定期預金の払戻による収入 2,084 86

有価証券の取得による支出 △36,042 △16,495

有価証券の売却及び償還による収入 54,800 31,000

有形固定資産の取得による支出 △14,307 △15,064

有形固定資産の売却による収入 345 459

無形固定資産の取得による支出 △4,340 △2,784

投資有価証券の取得による支出 △49 △64

投資有価証券の売却及び償還による収入 15,452 21,045

関係会社株式の売却による収入 2,136 －

関連会社への出資による支出 △119 △1,392

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △3,265

長期貸付金の回収による収入 320 7

その他 184 373

投資活動によるキャッシュ・フロー 20,378 12,817
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 19 19

リース債務の返済による支出 △260 △256

自己株式の取得による支出 △27,983 △26,003

自己株式の売却による収入 0 0

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△271 －

配当金の支払額 △6,988 △7,095

財務活動によるキャッシュ・フロー △35,483 △33,336

現金及び現金同等物に係る換算差額 6 △10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △80,178 13,037

現金及び現金同等物の期首残高 198,745 118,567

現金及び現金同等物の期末残高 118,567 131,604
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(表示方法の変更)

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「投資有価証券評価

損益」は、重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させ

るため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」に

表示していた「その他」784百万円は、「投資有価証券評価損益」1,125百万円、「その他」△341百万円として組み

替えております。

(セグメント情報等の注記)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社及び子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

当社グループは、医薬品・医療機器等の製造販売、保険薬局・介護サービス、医薬品メーカー支援サービス及

びこれらに付随する事業活動を行っております。

「医薬品卸売事業」は、医療用医薬品・診断薬、医療機器・医療材料等の販売を行っております。

「ヘルスケア製品開発事業」は、医療用医薬品、診断薬、医療機器・材料の研究開発・製造・販売を行ってお

ります。

「地域医療介護支援事業」は、保険薬局・介護サービスの提供を行っております。

「スペシャリティ医薬品流通受託事業」は、スペシャリティ医薬品のメーカー支援業務を行っております。

「医療関連サービス等事業」は、医薬品メーカー物流受託などのメーカー支援サービス、デジタルヘルスサー

ビス等の提供を行っております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計処理の原則及び手続に準拠

した方法であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

合計医薬品
卸売事業

ヘルスケア
製品開発事業

地域医療
介護支援事業

スペシャリティ

医薬品
流通受託事業

医療関連
サービス等

事業

売上高

外部顧客への売上高 2,263,135 11,676 94,399 6,407 24,332 2,399,952

セグメント間の内部売上高
又は振替高

50,832 40,936 15 289,077 17,856 398,718

計 2,313,967 52,613 94,414 295,485 42,188 2,798,671

セグメント利益 31,916 1,916 1,291 845 1,049 37,020

セグメント資産 987,026 66,022 41,520 58,227 32,969 1,185,766

その他の項目

減価償却費 10,233 509 803 10 501 12,057

持分法適用会社への投資額 18,981 ― ― ― ― 18,981

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

18,811 800 970 6 311 20,899

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

合計医薬品
卸売事業

ヘルスケア
製品開発事業

地域医療
介護支援事業

スペシャリティ

医薬品
流通受託事業

医療関連
サービス等

事業

売上高

外部顧客への売上高 2,349,386 11,933 93,922 6,775 24,629 2,486,647

セグメント間の内部売上高
又は振替高

51,626 39,702 14 429,325 18,335 539,004

計 2,401,013 51,636 93,937 436,100 42,964 3,025,652

セグメント利益 31,467 830 1,549 1,155 1,276 36,279

セグメント資産 1,038,140 67,829 42,290 93,318 37,975 1,279,553

その他の項目

減価償却費 10,427 671 735 12 520 12,366

持分法適用会社への投資額 19,443 ― ― ― ― 19,443

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

17,277 1,354 658 17 201 19,510
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４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 2,798,671 3,025,652

セグメント間取引消去 △398,718 △539,004

連結財務諸表の売上高 2,399,952 2,486,647

(単位：百万円)

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 37,020 36,279

セグメント間取引消去 105 95

連結財務諸表の営業利益 37,125 36,374

(単位：百万円)

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 1,185,766 1,279,553

セグメント間取引消去 △111,867 △149,850

全社資産(注) 39,932 26,063

連結財務諸表の資産合計 1,113,831 1,155,766

(注) 全社資産は、主に余資運用資産としての有価証券及び長期投資資産としての投資有価証券であります。

(単位：百万円)

その他の項目

報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 12,057 12,366 △3 △25 12,053 12,341

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

20,899 19,510 ― ― 20,899 19,510

(関連情報)

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

(単位：百万円)

医療用医薬品 その他 合計

外部顧客への売上高 2,042,561 357,390 2,399,952

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載

を省略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

(単位：百万円)

医療用医薬品 その他 合計

外部顧客への売上高 2,349,386 137,260 2,486,647

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載

を省略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

全社・消去 合計医薬品
卸売事業

ヘルスケア
製品開発事業

地域医療
介護支援事業

スペシャリティ

医薬品
流通受託事業

医療関連
サービス等

事業

減損損失 490 ― 756 ― ― ― 1,247

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

全社・消去 合計医薬品
卸売事業

ヘルスケア
製品開発事業

地域医療
介護支援事業

スペシャリティ

医薬品
流通受託事業

医療関連
サービス等

事業

減損損失 179 236 587 ― ― △326 677

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

全社・消去 合計医薬品
卸売事業

ヘルスケア
製品開発事業

地域医療
介護支援事業

スペシャリティ

医薬品
流通受託事業

医療関連
サービス等

事業

当期償却額 1 ― 9 ― ― ― 10

当期末残高 2 ― 11 ― ― ― 14

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

全社・消去 合計医薬品
卸売事業

ヘルスケア
製品開発事業

地域医療
介護支援事業

スペシャリティ

医薬品
流通受託事業

医療関連
サービス等

事業

当期償却額 4 ― 9 ― ― △3 10

当期末残高 10 ― ― ― 3,521 △9 3,523
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(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)及び当連結会計年度(自 2025年４月１日 至

2026年３月31日)

重要な負ののれん発生益がないため、該当事項はありません。

(１株当たり情報の注記)

項目
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり純資産額 5,651円56銭 6,148円58銭

１株当たり当期純利益 454円58銭 545円54銭

(注)１ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２ １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

34,496 38,136

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

34,496 38,136

普通株式の期中平均株式数(千株) 75,886 69,905

(重要な後発事象の注記)

(株式の分割)

当社は、2026年５月14日開催の取締役会において、株式分割を行うことについて決議いたしました。詳細について

は、本日公表の「株式分割に関するお知らせ」をご覧ください。


